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第１２回白山市教育委員会会議録 

 

１ 日 時 令和３年８月２６日（木）午後４時３０分 

 

２ 場 所 白山市役所本庁舎４階 ４０２会議室 

 

３ 出席者 

教育長       田村 敏和        

教育長職務代理者  北田 朋幸 

教育委員      竹内千恵子       

教育委員      小寺 正彦 

教育委員      尾張 勝也       

教育委員      安川 薫   

 

欠席者   

教育委員      尾張 勝也 

 

４ 事務局 

   教育部長      山内 満弘    

学校教育課長    東野 央 

教育総務課長    米木 伸一    

学校指導課長    日向 正志 

生涯学習課長    北嶋 篤     

子ども相談室長   川上 照子  

   松任図書館長兼総務課長 中村 泰広    

   松任図書館図書サービス課長 大小田 義仁    

 

  書記職 

教育総務課課長補佐 杉本 俊彦 

   教育総務課係長   絹川 幸代 

 

５ 傍聴人  なし 

 

６ 案件 

議案第２９号 令和３年度白山市一般会計補正予算（教育費）について 

議案第３０号 令和２年度白山市教育委員会事務事業点検評価について 

議案第３１号 財産の取得について 
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７ 議事の経過等 以下のとおり 

   田村教育長の開議あいさつに続いて、議事録署名委員として北田教育長職務代理者を 

指名した。 

   諸般の報告について、教育部長より教育長が出席した行事の主な概要について報告 

  した。 

    ■主な行事の概要（前回６月１日の教育委員会以降の報告） 

・６月２日（水）  校長会議（４０２会議室） 

・６月３日～２４日 令和３年市議会６月会議 

 ６月１１日     代表質問 

 ６月１４日・１５日 一般質問 

教育委員会への質問は２会派・５議員から２０件 

・６月７日（月）  白山野々市中学校陸上競技大会 

（松任総合運動公園陸上競技場） 

・６月１０日（木） 第７回教育委員会会議（持ち回り会議） 

・６月１６日（水） 叙勲伝達式（市長応接室） 

・６月２３日（水） 第８回教育委員会会議（持ち回り会議） 

・６月２４日（木） 令和３年度子供の読書活動優秀実践校の文部科学大臣表彰 

（教育長室） 

・６月２９日（火） 寄附感謝状贈呈式（特別応接室） 

          学校給食会（４０２会議室）  

・６月３０日（水） 第９回教育委員会会議（４０２会議室） 

・７月３日（土）  白山市少年の主張大会（レッツホールつるぎ） 

・７月７日（水）  教頭会議（４０２会議室） 

・７月８日（木）  子どもの権利委員会（４０２会議室） 

・７月９日（金）  図書館協議会（松任文化会館ピーノ） 

・７月１３日（火） 第２回県教委連「理事会」（金沢市役所第２本庁舎） 

・７月１７日（土） 宮保コミュニティセンター起工式（同所） 

・７月２０日（火） 寄附感謝状贈呈式（特別応接室） 

・７月２１日（水） 第１０回教育委員会会議（持ち回り会議） 

・７月２８日（水） 第１２回日本ジオパーク全国大会 白山手取川大会 

第１回実行委員会（鶴来総合文化会館クレイン） 

教育委員会協議会（４０２会議室） 

総合教育会議（４０２会議室） 

・７月２９日（木） 令和３年市議会７月会議 

・８月２３日（月） 臨時校長会議（オンライン） 

県へき地教育振興会理事会（金沢市役所第２本庁舎） 

・８月２５日（水） 校長会議（４０２会議室・オンライン） 

    

本日の議題に入り、議案第２９号、議案第３０号、議案第３１号について、質疑応答が行われ、

原案どおり承認し閉会した。 

 

【案件の説明および諸報告について】 

 案件について、事務局より説明・報告し、原案通り承認された。 
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【主な質疑・応答の内容について】 

 ○令和３年度白山市一般会計補正予算（教育費）について 

（学校教育施設整備基金積立金） 

 

 （竹内委員） 

   寄附積立が１千万円くらいありますが、これはどのようなものに使われるのですか。 

 

 （東野学校教育課長） 

   主に学校図書を中心に使うことを考えております。 

 

（竹内委員） 

  せっかく寄附していただいて、積立ばかりでは、有効に使って初めて寄附がいきてくる 

ので、何か非常時に備えてのことなのか、有効に早めに執行していただきたいなという印

象です。 

 

○令和２年度白山市教育委員会事務事業点検評価について 

 

（小寺委員） 

  生涯にわたり学び続ける環境づくりの子ども相談室事業についてですが、相談が増える

一方で、これから、どのようなことを考えているのか、もし何かありましたら教えていた

だけますか。 

 

（川上子ども相談室長） 

   来年４月から、子ども家庭総合支援拠点として、相談事業を強化するということで、  

児童相談所や小中学校や保育所等の関係機関との連携を取りながら、相談に対応していき

たいと考えております。また、様々な関係機関からケース会にも参加していただいて役割

分担をしております。子ども相談室の受付ですけれども、相談等を関係機関につなぐと  

いう機関の調整役、ケースワークの事業も充実させていきたいと考えております。 

 

（小寺委員） 

  今の人数で、今言われたことは、きっとできないと思うのですが、何か対策はあります

か。 

 

（川上子ども相談室長） 

   来年、拠点を設けることに際しまして、今年、新規採用で臨床心理士を一名確保したい

と考えております。また、今の職員で足りていないということですが、時間外もあります

ので、何とか頑張ってやっていきたいと思っております。 


